
 

 今年は5月1日･2日の2日間、附属校新任教諭ＡＰＵ（アジア太平洋大学）研修が実施され、今年

度新任の先生と昨年度、一昨年度校務で研修に参加できなかった先生を含めて総勢29名が別府にある

ＡＰＵを訪問しました。ＡＰＵ研修は、附属校の教員が自ら「児童･生徒に『ＡＰＵの魅力』を語れる

ようになる」ことを目標としています。12回目となる今年も、『ＡＰＵ通信―教員の視点から見たＡ

ＰＵ―』をお届けします。 
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立命館アジア・太平洋大学（APU）ってどんな大学？僕たち附属校の教員・生徒も，知らないことが多

いよね。今回は①カリキュラム，②生活の 2 点に焦点をあて，その魅力を紹介してみたいと思います。 
 

【１】APU の高度な「学び」 
APU は，二つの学部から構成されている。 

アジア太平洋学部（APS）では，その名のと

おり，アジア・太平洋地域を舞台とした諸問題に

ついて学ぶことができる。専攻として，①環境・開発，②観光学，③国際関係，④文化・社会・メディア

の 4 分野が存在する。 

国際経営学部（APM）では，経営について国際的な視野から学ぶことができる。専攻として①会計・

ファイナンス，②マーケティング，③経営戦略と組織，④イノベーション・経済学の 4 分野が存在する。

2 学部のなかを詳しくみると，実は多様な分野について学ぶことができることがわかるね。 

日本でもわずかな国際認証取得校 

とりわけ注目したいのが，APU が現在取得している 2 つの国際

認証。一つめの AACSB（左ロゴ）認証は，国際的な経営学教育を

行なう教育機関に与えられるもの。現在この認証をうけている大学

は，APU をふくめ 4 校しかない。このことからも，APU が日本のみならず，国際的にみてもトップレ

ベルの教育を行なっていることがわかるね。 

二つめの Ted Qual（右ロゴ）認証は，国連世界観光機関（UNWTO）が，高度な観光教育を行なう教

育機関に対し与えているもので，APU は国内 2 校目，私立大学ではなんと国内初の認証（2018 年 3

月）。僕が国際生に APU の魅力についてインタビューした際にも，この国際認証の存在を魅力として挙

げていた人がいました。観光学に興味がある人は，APU で世界レベルの学びができるよ。 
 

【２】APU で，毎日「世界」にふれる 
カリキュラムの次に，学生生活の具体的な姿が気になるよね。APU

では，86 の国と地域から国際生が集っている（2017 年 5 月時点）。

それは，さまざまな宗教・出自をもつ生徒が集まっていることの証拠だ

し，それだけ「多様性」を学ぶことができるという大学の環境を作るも

のでもある。学生寮である AP ハウス（右写真）では，共同キッチンや

シェアタイプの部屋など，国際生と接する機会が多く設けられて，刺激的な生活を送ることができる。 

右の写真は，APU 生協の食品コーナーで撮った一枚。このパッケージに

貼られているシールが何か知っているかな？これはハラールマークといっ

て，ムスリム（イスラム教徒）が食べるのを禁じられている豚肉などの食材

が含まれていないことを証明するマーク。APU では，こういった食品とい

う生活単位からも，「違い」「多様性」を毎日感じることができる。APU が，

本物の「多様性」を学べる刺激的な大学だということを実感したよ。 
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THE世界大学ランキング(日本版)によるとなんとAPUは21

位！！！！（昨年度 24 位）他の私大については 10 位慶應、

11 位早稲田、15 位上智、そして 28 位同志社となっており、

APU なんとは日本の私大で 4 位に入っています。(ちなみに立

命館大学は 23 位で私大 5 位となっており、今年度ついに逆転

しました！！) 

一体どのような点で APU は評価されているのだろうか？同

じく国際性の日本大学ランキングを見てみると日本で 2 位と

なっています（前年度までは堂々の 1 位）。APU が社会から評

価されているところはこの点であると思います。APU の学生の

半数以上が国際学生です。留学生の多い大学は他にもたくさ

んありますが、国際学生と 4 年間同じキャンパスで学べる環境

はありません。 

 実際にキャンパス内は本当に国際学生が多く、びっくりするで

しょう。APU では実に 90 もの国籍やバックグラウンドを持つ学

生が「混ぜられた」状態で学んでいます。言語も英語だけでは

なく、様々な言語が至る所で飛び交い、国際大学では英語を

学ぶ場所という考えからすぐに改めることになるでしょう。ここ APU で様々な文化で育ってきた国際学生たちと同じキャ

ンパスで 4 年間学ぶことで、本当の意味での国際的な視野や異文化・多文化などの多様性を理解できるようになるでし

ょう。グローバルに活躍するためにはこの大学のような環境で揉まれていくことがこれからの時代で本当に必要とされる

人材ではないだろうか。 

 

 

APU には AP ハウスと呼ばれる寮が大学のすぐ隣にありま

す。入居者の７割が国際学生という環境で異文化・多文化をと

ても身近に感じることができます。なので、毎年大人気で日本

人が入寮するにはとても困難でもあります。しかし、なんと附属

校生には特典がありまして、入学者は全員この AP ハウスに入

寮することができるのです！！本来、入寮するためには入学試

験の点数で上位の点数を取ることが必要ですが附属校生の特

権です！！APU を考えている人は AP ハウスで世界を身近に

感じましょう！！ 

 この APU 通信は、立命館学園の立命館アジア太平洋大学広報のために作成されています。個人に関する情報を含む場合もありま

すので、コピーをしたり、第三者へ渡されたり、通信の趣旨に合った目的以外の利用はくれぐれもご遠慮ください。（中川） 
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